
林建設工業(株)（山形県酒田市）さま 
 

                  １．会社概要 

                   ◆業種：総合建設業 

 

                   ◆利用コース 

                    ①組織力強化のための管理 

                    ②③務効率向上のための時間管理 

 

                   ◆実施時期 

① 平成３０年 ９月 

②③平成３０年１０月 

 

２．課題 

  弊社では、ここ９年程全社員での研修を実施してまいりましたが、管理職

も一新されたことで、管理職研修の必要性を感じ、階層別研修をポリテクセ

ンターの生産性向上支援訓練コースを柱とし計画しました。 

階層を「管理職」「中堅社員」「新入社員」の３階層に区分し、管理職は「組

織力強化のための管理」のコースを、中堅社員・新入社員のコースは「業務効

率向上のための時間管理」を【中堅社員編】 

と【新入社員編】としポリテクセンターの 

助言を頂きながら、カリキュラムをカスタ 

マイズしていただきました。まさに目的と 

合致した研修コースを策定することができ 

ました。 

 

３．訓練を利用した感想 

  受講後全員が「良かった」、楽しかった」 

「考える角度、教える角度を学んだようだ」、 

業務運営が改善できるような気がする」等、次年度も継続を期待する声も多く、

企画側としては大変満足しています。 

研修前の自己紹介やグループワークで、遠い存在だと思っていた人に親近感

が湧いたという声もありました。 

今後は、数年にわたり、階層別研修を継続して参ります。当面、「組織力強

代表取締役社長 林 浩一郎さま 



化のための管理」「業務効率向上のための時間管理」を柱とし、主テーマや水

準を上げながら、次回は働き方改革関連法の成立・公布による建設業の規制導

入を意識したプログラムの策定を行い、３年後以降にはマーケティングの基礎

を組込み、各々が企画、対応、指示、判断ができる人材育成プログラムを進め

て参りたいと思います。 

 

 

 

 

Ｑ：受講した感想はいかがでしたか。 

改めてコミュニケーションの大事さが分かり、相手の立場に立って意識を持

ち、業務にあたりたいと思います。また、ホレンソウを意識したコミュニケー

ションが取れるように心がけたいです。 

 

Ｑ：訓練で習得したことをどのように業務に 

活用していますか 

業務においても、目的から実行までの手段 

について、思っている事を口に出して伝える 

ように実践していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者の声 

  営業部長 菊池 秀昭さま 



〈生産性向上支援訓練事例紹介〉 

概 要 

 

 
 

 

 

 

 

（対 象 者）：建設業の中堅社員  

 

 

 

<カリキュラム> 

１．タイムマネジメント手法 

（１）はじめに 

・「働き方改革」の背景にあるもの ・組織のタイムマネジメントが求められる理由 

・働き方改革で管理職のリーダーシップが試される  

・良いマイクロマネジメントでタイムマネジメントを実現する 

・組織のタイムマネジメントを２ステップで進める 

・現状分析：よくあるまずい仕事の仕方 ～時間を意識しない働き方 

（２）タイムマネジメントの原則 

・原則１：「時間」そのものは、管理できない ・原則２：管理できるのは、仕事や行動 

   ・原則３：時間を管理するとは、考え方や行動を変えること 

   ・原則５：自分ひとりの仕事も予定化 

  （３）仕事に着手する前に ～ＱＣＤＲを明確にする 

   ・仕事の目的を明確にする ・仕事のゴール（ＱＣＤＲ）を明確にする 

  （４）優先順位を明確にする 

   ・優先順位をつけることが仕事の成果を上げる 

   ・優先順位のつけ方 ～自分の仕事かどうかを考える 

   ・突発的な仕事を考える ・突発的な仕事に対応する 

２．時間管理とタスク管理 

 （１）効率を考えて徹底的に準備する 

   ・徹底した準備が全体の効率を上げる ・よくある準備不足とその対策 

   ・やらない事を決める ・業務の流れを振り返る  

  （２）見える化による時間削減 

  （３）業務自体の見直しで時間を創る 

・業務を廃止する ・標準化 ～属人化の弊害防止、業務・部品・機材などの削減 

・自動化 ～機械化・システム化 ・集約化 ・複雑化 

 （４）成果の上がる組織を作る ～編成を変える 

お申込み・お問い合わせ 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構山形支部 

ポリテクセンター山形（山形職業能力開発促進センター） 

      生産性向上人材育成支援センター（生産性向上支援訓練担当） 

〒990-2161   山形市漆山１９５４ 

Tel ０２３-６８６-２００８  Fax  ０２３-６８６-２８０８ 

 

 業務効率向上のための時間管理 ＨＡ０１ 

限られた人員で最大限の成果を上げることによる労働生産性の向上をめざし

て、客観的に仕事の進め方を分析することで、仕事が進まない原因を取り除き、

業務の効率化・スピード化を促進できる仕組みづくりを行うための知識を習得す

る。 

【日数／時間】 １日間／６時間       【実施時間帯】 ９：００～１６：００ 

【定   員】 ２０名        【受 講 料】 ３，２４０円 



〈生産性向上支援訓練事例紹介〉 

概 要 

 

 
 

 

 

 

 

（対 象 者）：建設業の新入社員や若手社員 

 

 

 

<カリキュラム> 

１．タイムメネジメント手法 

（１）時間管理について考える 

（２）自分のワークスタイルを知る 

・自分のワークスタイルを知る ・自分のワークスタイルから考える 

（３）タイムマネジメントの原則 

・原則１：「時間」そのものは、管理できない ・原則２：管理できるのは、仕事や行動 

   ・原則３：時間を管理するとは、考え方や行動を変えること 

   ・原則５：自分ひとりの仕事も予定化 

  （４）仕事に着手する前に ～ＱＣＤＲを明確にする 

   ・仕事の目的を明確にする ・仕事のゴール（ＱＣＤＲ）を明確にする 

  （５）優先順位を明確にする 

   ・優先順位をつけることが仕事の成果を上げる 

   ・優先順位のつけ方 ～自分の仕事かどうかを考える 

   ・突発的な仕事を考える ・突発的な仕事に対応する 

２．時間管理とタスク管理 

 （１）効率を考えて徹底的に準備する 

   ・徹底した準備が全体の効率を上げる ・よくある準備不足とその対策 

   ・やらない事を決める ・業務の流れを振り返る  

  （２）日常感じる問題点と対策 

   ・時間の使い方が下手 ・ミスや手戻りのために時間がかかってしまう 

   ・資料などを探す時間が長い ・難しい仕事が多い 

（３）トラブルの対処法 

 ・トラブル発生時の対処法 ・メイン処理のトラブルとイレギュラー処理のトラブル 

  （４）コミュニケーションを円滑にし、効率を上げる 

・「適切な情報」が仕事の効率を向上させる ・情報発信の徹底見直し ～情報発信２０選 

・情報発信（ホウ・レン・ソウ＋指示）のポイント 

 （５）組織で考える仕事の効率化 

  ・組織全体で効率化させる仕事 ・「分業の不経済」をなくす 

 （６）仕事を円滑に進める ～仕事の管理とは 

  ・ＰＤＣＡサイクルで仕事を進める 

 （７）明日からやることを決め、決意表明 

  ・目標の立て方 ～いきなり１００ではなく１つずつ消化していくイメージ 

  ・２か月の目標シート作成 

 

 

業務効率向上のための時間管理 ＨＡ０１ 

限られた人員で最大限の成果を上げることによる労働生産性の向上をめざし

て、客観的に仕事の進め方を分析することで、仕事が進まない原因を取り除き、

業務の効率化・スピード化を促進できる仕組みづくりを行うための知識を習得す

る。 

【日数／時間】 １日間／６時間       【実施時間帯】 ９：００～１６：００ 

【定   員】 ２０名        【受 講 料】 ３，２４０円 



〈生産性向上支援訓練事例紹介〉 

概 要 

 

 
 

 

 

 

 

（対 象 者）：建設業の管理者層 

 

 

 

<カリキュラム> 

１．目標達成における管理者の役割 

（１）リーダーに求められるマネジメントとは 

（２）リーダーの役割と行動基準 

・リーダーの役割 ・リーダーの行動基準 

（３）リーダーの業務 

・マネジメント項目 ・ＰＤＣＡサイクル ・リーダーとしての仕事のしかたを振り返る 

  （４）組織マネジメント 

   ・組織目標の設定 ・組織目標の共有 ・組織体制 

  （５）業務マネジメント 

   ・業務分担の決定 ・適切な業務指示 ・業務の進捗確認 ・業務改善 

   ・組織的リスク管理体制を作る ～組織的なリスク管理を行うポイント 

 

２．組織力の強化 

 （１）部下・後輩の業務遂行を支援するコミュニケーション 

   ・仕事の教え方・指示の出し方 ・指示を確認する、常識をすり合わせる 

   ・効果的なほめ方 ・「叱る（注意・指導）」ということの理解 

   ・報告のさせ方・相談の受け方 

  （２）未知の業務にチャレンジさせるコミュニケーション 

   ・部下・後輩に未知の業務へチャレンジさせるためのポイント 

   ・一緒にチャレンジするというメッセージを伝える ・部下・後輩の不安を取り除く 

   ・部下・後輩を支援する ・共に喜び、苦しみを分かち合う 

（３）組織の接点としてのコミュニケーション 

 ・接点としてのコミュニケーション ・上司と接する際の８つのポイント 

お申込み・お問い合わせ 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構山形支部 

ポリテクセンター山形（山形職業能力開発促進センター） 

      生産性向上人材育成支援センター（生産性向上支援訓練担当） 

〒990-2161   山形市漆山１９５４ 

Tel ０２３-６８６-２００８  Fax  ０２３-６８６-２８０８ 

 

 

 組織力強化のための管理 ＨＡ０２ 

組織における管理者の役割及び行動法や、組織力の強化のための具体的な手法

を理解し、組織目標の達成に向けた強い組織の構築手法を習得する。 

【日数／時間】 １日間／６時間       【実施時間帯】 ９：００～１６：００ 

【定   員】 ２０名        【受 講 料】 ３，２４０円 
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